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リフティングマグネットによる荷役運搬の合理化,省力化
Rationalization

andLabor SavingofMaterial=andlingwith LiftingMagnets

伊 東 将*
SusumuItoh

要 旨

最近リフティングマグネットは長足の進歩をとげ各方面に利用されており,荷役運搬作業の合理化,省力

化には欠かすことのできない設備となってきたが,その取扱い分野の広さと各種の鋼材形状などからますま

す細分化され,小形軽量化つr)上げ能力の増大およぴ,経済性が要求されてきている｡本報では各所で鉄

鋼材の荷役に活躍する最近の新しいリフティングマグネ､ソトの機能と特長を実例を交えて紹介する｡

1.緒 □

近年,スタラッ70鋼材の荷役作業,製鉄所におけるミル最終段

の圧延鋼材(鋼板,形鋼,ビレット,スラブ,ストリップコイル

など)のパイリングおよびデパイリング作業や製品倉庫の鋼材処

理,造船所における長尺山棚同根の上;与壁の7k切りや仕分け作業など

リフティングマグネットによる鉄鋼材の運搬合理化が一段と活

発化し,鋼材形状にマッチしたリフティングマグネットの提供と

ともに,搬送手段としてではなく,クレーン,ホイスト,コンベヤ

など他の荷役機械と有機的に結合した搬送自動化システムとして

計画されつつある｡

2･リフティングマグネットによる荷役の利点

Ijフティングマグネットによる荷役の場合,被運搬物が磁性体

であることを必要条件とするが,荷役による利点を掲げれば,

(1)作業能率の向上

ワイヤロープやハッカによる玉掛け作業をなくすることができ,

従来不可欠であったクレーン下の玉樹け作業者の労作を待たずに

作業を続行できるので作業能率の向上を計ることができる｡

(2)作業人員の節減･省力化

従来欠かすことのできなかった玉樹け人員が不要となり､作業

人員の節減･省力化が図られる｡

(3)作業性の向上

取扱いの困難な不整形柑,長Jく物などにりフ_ティングマグネッ

トを使用すれば作業性が大巾山二向上する(例:スクラップの運搬

処理,長尺鋼板の運搬,ストリップコイルの荷役,ブルームやス

ラブの反転作業など)｡

(4)作業条件の克服

高温鋼材の荷役や水中における荷役などにはリフティングマグ

ネットは最適で,また有毒ガスや常に危険を伴う作業環境でもリ

モートコントロールすれば能率よく作業できる｡

(5)荷役経費の節減

リフティングマグネットを設備すれば,玉掛人月の削減,ワイ

ヤロープ消耗の低減などによr)大幅な経費節減ができる｡

(6)ヤード面積のスペースファクタ増大

リフティングマグネットは一般に製品の上部から吸引するため,

従来のワイヤ掛けやCフック,トングなどの引抜きスペースが不

要となり,被移搬物間のすきまを縮小しヤード面積の効率的使用
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が可能となる｡普通20～30%のスペースファクタを上げうる｡

(7)作業の安全性

従来のワイヤ掛け時の危険性が全くなく,たとえばクレーン運

転室からのように被移搬物から離れた場所から目視で吸引操作が

可能で,作業が非常に安全である｡ただしすべての荷役機械に共

通に言えることだがつり上げ物の下に人間が行くのは危険であり

絶対に避けなければならない｡

以上種々の利点があり,より速く,より安全に,より安く荷役

するという荷役の使命を果たすことができる｡

3.長尺物運搬時のマグネットの適用基準

鋼板,形鋼,ビレット,ブルーム,スラブ,大径鋼管などの運

搬作業には一般にリフティングマグネットを数台併設して使用す

る｡この場合,特に長尺,広幅の鋼板はその長さ方向のたわみに

より,空隙(〈うげき)が生じつり上げ能力に大きな影響を及ぼ

し,作業が不安定となり,落下する危険を生ずるので,たわみが

大きくならないようなつりピッチを選び,これに必要な個数のリ

フティングマグネットを選定すべきである｡

3.1最適つり上げ条件

いまつり上げ鋼板がその長さ方向にのみたわみを生じ鋼板を

等分布荷重の連続はr)とみなし,マグネット本体を単純支持の支

点と考えて最適つr)上げ条件を算出する｡

取り扱う記号および単位は次のとおりである｡

叩:鋼板の単位長さあたりの荷重(kg/mⅢ)
J

占

‡

β

〟

E

:鋼板の全長(m)

:鋼板の板幅(m)

:鋼板の板厚(皿)

:鋼板の比重 7.85×10‾6(kg/m3)

:鋼板のたわみ(垂直上方を正にとる)(m)

:鋼板の縦弾性係数 2.1×104(kg/皿皿2)

ん:慣性モーメント bt3/12(mm4)

Z:断面係数 bt2/6(m3)

J:曲げ応力(kg/m2)

〟:曲げモーメント(kg/皿)

月:反 力(kg)

3.t.1リフティングマグネット l台の場合

図lに示すようなマグネット1台によるつり上げの場合,マグ

ネット支点Aの曲げモーメントは,

肌=昔･ヱ2･‥……‥……･………=(1)であり,
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したがって支点Aの曲げ応力は,

_〟A_肌J2/8▲3･β･J2伽▼宮¶盲二‾汗有‾‾‾‾右‾‾‾

いま軟鋼板をつり上げる場(ナ,

‥‥‥‥‥‥=(2)となる｡

永久ひずみを残さずに,その弾

惟限度内でつるものとすれば

仇=21kg/mⅢ2‥‥‥ ‥…(剖
(2),(3)J(.より,

J=1,890√丁(m)〔弾惟限度内〕…‥=…(4)となる｡

鋼板をその弾性限度内で永久ひずみを残さずにつる場合にはそ

の許容最大つr)上げ反さと板厚との間に(4)式の関係がある｡

鋼板の最終端で最大たわみ(y)maxを生じ次式で表わされる｡

(封)max=-
雌
8EJz

一0･3506×享×10-10………(5)
(5)式に(4)式を代人すれば板厚に関係なく最大たわみは,

(封)max=-448(m)〔弾性限度内〕=…･(6)である｡

運搬するときの条件として弾性限度内で運搬しなければならな

いものとすれば,(6)式よ
する必要がある｡

鋼板

リ鋼板の最終端でのたわみを448mm以‾Fと

ンニ ンく

リ フテ ィ ン グ

マグネ･ソト

t･ズ11 マケネソト1T′Jによる鋼枇の/+り 卜げ

3.1.2 リフティングマグネット2台以上の場合

2≠言以上を使用して鋼板をつり 卜げる場合には,リフティング

マグネットの取付ピッチを鋼板長に対していくらにするかを選定

する必要がある｡

ニのためには,

(1)各リフティングマグネットの負荷分担量を等しくする

(2)リフティングマグネットに掛かる最大支点応力を最小にする

(3)鋼板の最大たわみを最小にする

の3点を満足する条件で選定すればよい｡

図2に示すようなマグネット2台によるつり上げの場合,支点

A,Bにおける曲げモーメントおよびk力は,

肌=〟β=÷ぴC2… ･‥(7)

月A=月β=÷び卜･… ･(8)であI),
任意点ごでの曲げモーメント肋は

肋=卑しぎー如‥…‥･…‥‥‥…(9)となるぅ
支点A,B間のスパンでの最大曲げモーメント(〃)maxはスパ

ンの中心で現われるから,(9)式により,

(〟)m=ぴ(窒一昔)･･…‥‥‥………‥棚である｡
曲げモーメントの支持点の効果を図3に示す(1㌔

支持点の貴通位置は支持点とスパンの中心での曲げモーメント

が等しくなる条件に対応する｡したがって(7),(9)J(より

c=0.207J

d=J-2c=0.586J

図2において突出し部端でのたわみをyc,

みを封dとすれば,

yc=一品(3c3十6c2d-d3)･

yd=一兎藍(5d2-24c2)･

･‥･‥‥(11)

スパン中心でのたわ

…･…･(12)

‥(13)であり,

最大たわみが最小となる条件は(1勿式と(1頚式を等し〈おいて,
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図2 マグネット2台によるつり上げの場合
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スパンdの拡大たわみ

究J】ほl;の拉大たわふ

拉過位置

亡=0.42(J=0.228J

仇1 0.2 0.3

トズ14 /ニノっムの立川l∴-二の効リt･-

c=0.42d

c=0.228J

d=0.544g

･(14)
となる｡

たわみの支持点の効果を示すと図4のようになる(l)｡

マグネット3台以上の場合も同様に計算できる｡2台から8台

までの各場合につき最適つり上げ条件を算出した結果は表1に示

すとおりである｡

3.2 非対称負荷(偏荷重)に対する考え方

図5に示すような偏荷重を有する場合がクレーン運転手の目視

やクレーンの停止精度の関係から普通よくありうるので注意を要

する｡すなわち起こりうる偏荷重量を見込んだマグネットの選定

が必要である｡

支点A,Bにおける曲げモーメントノ仇1,〟βは,

肌=÷wc.2…‥‥ =‥‥=…(15)

肋=÷ぴC22=号(cl＋d)2＋月A･d………(咽であり,
支点反カ月A,月βは,

月A=芸i(cl十d)2-C㌔卜……･…･………‥(1カ

鮎=芸i(c2＋d)2-C㌔卜‥…‥･‥…(咽である0
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表1リフティングマグネットの最適つり上げ条件

マグネット個数

AB

d

J

(マグネット2台)

最適負荷分布
最大支点応力を

最小にする条件

最大たわみを

最小にする条件

d=0.586J d=0.544J

d=0.352J

d=0.260J

l

ABC

⊥⊥

トd･k+
J

(マグネット3台)

AIiCD

▲▲▲‖⊥
ト仙＋d+
J‾

(マグネット4台)

d=0.347J

d=0.256J

d=0.355J

dニ0.262J

ABCDE

▲▲⊥⊥⊥

トd＋d＋d＋d+
J】

(マグネット5≠り

d=0.204J

d=0.170J

d=0.145J

d=0.1265J

d=0.208J

d=0.172J

d=0.1467J

d=0.207J

d=0.1715J

d=0.1462J

ABCDEF

⊥⊥⊥⊥⊥⊥
トd＋d-←d＋d＋d+

才一-

(マグネット6子音)

ABCDEFG

⊥⊥⊥⊥

d＋d＋d+セ＋d＋d
J

(マグネット7台)

ABCDEFGH

▲-+⊥⊥+⊥⊥
d＋d＋d＋dJrJ＋d･＋d+

/--

(マグネット8台)

d=0.128J d=0.1276J

任意点∬での曲げモーメントを肋とすれば,

肋= Ⅷ(cl十∬)2
一月月∬…=……‥=‥…‥‥(畑 となり,

支点AB間のスパンでの最大曲げモ【メントは(1鮎℃を微分して

得られ,

∬=去(c12＋d2-C㌔)
で生じる｡

∴(〟柚ax=¶蒜j(c12-C㌔-d2)2-4c㌔d2卜帥である｡
支点A,Bの受ける反力の%分担は,

%RA=(慧)×10吋簸三監護}×100%……‥‥側
2

%如=(慧)×100=
c2十d)2-Cl

c2＋d)
FxlOO%･…･…･¢勿

%月A=%月β=50%になる条件は(犯¢勿式より明らかにCl=C2で

ある｡d/J=Xとおいて¢1),但勿式を簡単にすると,

%払=(貨)×100%=(去一言)×100%‥･……‥嘲

%鮎=(普)100%=(去一言)×100%‥側となる｡
軌糾の関係は図6に示すとおりである｡

マグネット3台以上の場合も同様にして計算できるが紙面の都

合上ここでは省略する｡

4･最近の省力機器とLてのリフティングマグネット

最近の省力化技術の発展に伴い,個別機械の省力化,自動化は

●llllll 防♭‥‥‥● lllllll●l仰

月Aトー∬一斗 舶
｡

_】
J

図5 非対称負荷がある場合のマグネット2台によ
るつり上げ
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図6 非対称負荷時の負荷分担(マグネット2台)

1.0

ライン全体の省力化,自動化へ,さらに有機的結合を強めたプラ

ント全体へと発展してい■く必然性を有するものとなっている｡こ

のようなエスカレートする自動化時代にあって荷役運搬の合理化

省力化も急務を要し,リフティングマグネットの性能向上とあい

まって従来つり上げがむずかしいと考えられていたものにもその

応用が考えられるようになってきている｡本項では最近の新しい

リフティングマグネットの応用実績を黄門介する｡

4･1ビレット2段づリリフティングマグネット

4･1･lビレット2段づリリフティングマグネットの機能

図7に示すように2段のビレットをマグネットにて吸引する場合,

¢r:漏えい磁束を除いた全有効磁束(Wb)

¢幻:マグネ､ソトからNo.1ビレットに向う磁束(Wb)

¢β:ビレット1段を飽和させるに必要な磁束(Wb)

¢戯:No･1ビレットからNo2ビレットに向かう磁束(Wb)

β罰:マグネットとNo･1ビレット間の空隙磁束密度(Wb/m2)

月虚:No･1ビレットとNo2ビレット間の空隙磁束密度(Wb/m2)

Aク:マグネットの有効耳滋極面積(m2)

月5:ビレットの飽和磁束密度(Wb/m2)

J〟:マグネットの有効吸着長(m)

Ⅳβ:ビレットの重量(kg)

fβ:ビレットの厚さ(m)

♂:重力の加速度(m/s2)

とすれ

No.1

No.2

ど,マグネットが1段目のどち･クれ卑磁気飽和さ
/

5

¢T

んl

i 川■
5

川lll】11

l‖llll ll‖lll l

l

＼ビレット

図7 ビレット2段づりの場合の磁束分布

せ,さら

¢gl

¢gz
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に余分の磁束をイ√するとき,

幣×107≦Ⅳβ･= …･‥=但5)
なるJ℃で2段目の1吸引が可能か否かを判定する(､図7より明ら

かに,

¢段=¢飢-¢β… ‥………担¢

¢gl=わ二鮎×告… ‥瑚

¢節=月段×告･……･ …･･な勧
¢β=gβ×J〃×月5=‥ ‥‥･‥伽)

但5),な鮎(を一般化しつり段数をⅣとすれば､

Ⅳ=止弘志転生＋1･…
伽)式に但7),(2軌伽)式を代入して,

Ⅳ=1＋
幽
2fβ･J〟月s

‥…¢¢

‥別)

飢)∫℃に但恥℃を代入して,

Ⅳ=1十坐jj㌔慧≦2･… ‥嘲
82)式によリ2段目のビレlソトの吸引判定が可能となる｡

4.1.2 ビレット2段づリリフティングマグネットの特長

他に光がけて従来育雉とされていたビレット2f貨づりに成功し

たR_､ヒリフティングマグネットは次の特長を有する｡ビレットの

ような条綱領を一一度に2段重ねてつるときは,おのおのに曲り,

ひねりがあるため鋼枇の多数校つりと違って,ビレットとマグネ

ット間,ビレットとビレット田】の空隙が大となり,またそのおの

おのが自/仁に動きうるのでその吸引保証は非常に困雉となる｡そ

こで1段目のビレットを完全に石盛気絶和させて2f貨目のビレット

を確実につることができるようにする必要がある｡

その特長は,

(1)マグネット心I効吸着範脚勺で均一一な吸引力を有し,端部で

のつりこぼしが皆無である｡

(2)特殊な石盛拠鉄心構造採用により,2段臼のビレ･ソトを無結

束でつり とげうる.｡

(3)持株な励磁コイルク)採朴･二よりマグネットの自重が軽く,

つり 卜げ能力/自重 が大きい｡

図8は80TnⅢ】角×12mX8本×2f貨つりに活躍中のH立リフティ

ングマグネットLM-UBlllODを,表2はその什伐を′j七したもの

である｡

左2 ビレ､ソト2f貨つリリプチインアマダネット化様

しノー1
LM--UBlllOD 帖

暮E
†l DC 220V トヰニ

⊥_
____⊥

古 流. J祁キ46A,無暗31A

tl 竜 2,100kg

哨

駁･扱 い ビ レ

率 ED50

別 H 不一

ト
･
r

法

〔マグネ,ソト2丁こiにて〕

%

巨

80×80×12,000×8本×2措

100×100×9,000×5本×2li呈

4.2 ストリップコイル運搬用リフティングマグネット

自動車産業,建設用資材,家庭電気用品などに広範囲に使用さ

れる蒋鋼枇ストlト/ブコイルをリフティ ングマグネットにより処

理することも例外ではない｡スいトノブコイルはホット ミルとコ

ールドミルにより若干異なるが､従束その焼鈍調貿過程および製

品の整理,出荷にはC形フ･ソクやトングなどが-一般に使用されて

し､る｡ニの場合,コイル置場の占桔辛が低く(約50%)工場稼働

率が低下する･一因でもあった｡これを)j7ティングマグネットに
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図8 ビレット2段づリリフティングマグネット

置き換え,ストリップコイルの上部から簡単に運搬することがで

きれば､コイルの取扱いが簡単になると同時にコイル置場の占積

辛が増大して工場稼働率の増大,運搬荷役作業の合理化に結びつ

けることができる｡.ストlトソ7日コイル運搬用リフティングマグネ

ットには巻取軸に対し直角につるアップエンドづり用と,巷取軸

に平行につるダウンエンドづり用がある｡ダウンエンドコイルづ

りはア･ソフエンドづりと比べ,その能九 作業件の良 不良の

.#で高度な技術を必要とする｡ここではダウンエンドづりの場合
を紹介する1

4.2.1ダウンエンドコイルづリリフティングマグネットの問題点

(1)岐 引 能 力

一Uに能力といっても,一般の鋼材をつり上げる場合には,

二の鋼材の一一部分(主として表面)に強力な岐引力を及ぼせ

ば､あとは鋼材自身の強度さえあればさして困雉ではない｡

ところがダウンエンドコイルは1枚1校の薄鋼板が渦巻き

状に巻き付けられているので,簡単な見方をすれば鋼板の多

数枚つりと同じことになる｡そこでコイルの一巻付厚み分すべ

てに吸引力を及ばせば良い訳だが,そのようなマグネットに

すると.り影大な重量,人きさのマグネ､ソトになってしまう｡ま

たこの渦巻き状のコイルを⊥跳からつり上げると当然コイル

は変形L,極端な場糾二は卵形になり,時には鋼枇と鋼板の

間に大きな空隙を先生しつり上げ不能となる｡この‾‾‾二つがダ

ウンエンドつりを困難とするポイントである()すなわち,コ

イルのどの板まで収引力を及ぼせばダウンエンドコイルの重

量をささえうるかということになる｡

(2)作 業 性

外径の異なるダウンエンドコイルの背面に常にスムーズに

応勤し,マグネットの喉弟L如とコイルの背面が密着すること

が必要である｡またこの場合,マグネットの吸着面がコイル

の表面に損傷を与えてはならない｡

(3)隣接コイ′レへの吸着

従来のCフックやトングによる荷役方法をマグネット化す

ることは前述のように作業能率を上げることはもちろん,コ

イル置場の占横平を上げることが大きな利点となる｡占積率

を_Lげるにはコイルの軸心方向と直角に俵積みすることはも

ちろん,軸心方向の隣接コイル間の間隔をできるだけ′トさく

する必要がある｡マグネットにて吸引した場合,つり上げた

コイル以外叫碇接コイルへ吸引力が作用すると,積荷のくず

れや才員傾が発生するので,隣接コイルへの漏えい吸引をでき

るだけ′トさ〈 しなければならない｡
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以_L,(1),(2),(3)の3点がダウンエンドコイルづりの場糾二注

意すべき問題点である｡

4.2.2 万能形ダウンエンドコイル

づリリフティングマグネットの特長

上述の問題点を解決した日立万能形ダウンエンドコイルづリリ

フティングマグネットは次の特長を有する画期的なものである｡

(1)コイル板校数と吸引力の関係およびコイルの変形量の解析

実験により,安定した吸引能力を発生する｡

(2)電気的,機械的にきわめて堅ろうである｡

(3)マグネットは2分割した二つの磁極により外径寸法の異な

るコイルに対しても常に密着し,きわめて安全である｡

(4)二つの分割したマグネットの重心位置の近くに支点を設け,

かつ支点回りのGD2を極小にする構造としてあるので､いか

なるコイルに対してもスムーズに応勤し,コイル表面に損傷

を与えない｡

(5)マグネットの吸着磁極がクレーン運転毒より目視できる構

造となっているので,ダウンエンドコイルへの位置決めが容

易で作業性がきわめて良い｡

(6)コイルの側面から吸引し,しかも2個に分割したマグネッ

トの自重が軽く従来の単一マグネットで上面からマグネット

の自宅をコイルに掛ける方式と追って,コイルに与える変形

呈がきわめて′トさい｡

(7)マグネットが2分割されているので,励磁コイルの切替選

択が可能で図9に示すように片側1個づり,両側各1個づり,

中央1個づI)と任意の作業ができる万能形である｡

(8)前述のように外径が異なっても常にマグネット磁極がダウ

ンエンドコイルに密着するので,漏えい磁束が微′トで隣接コ

イルに村し,円周方向への吸着は皆無である｡軸心方向はコ

イル幅により異なるが′トさいコイル幅のときは若干の吸引力

が発生するが隣接コイルとの間隔を最小300mm程度に押えるこ

とができ,コイル置場の占積率を上げうる｡

図10はダウンエンドコイルつり上げに活躍中のリフティングマ

グネットを,表3はその仕様をホすものである-二.

4.3 転炉炉温自動調整用冷材投入用リフティングマグネット

高温有害か､スなどの多し一周囲条件下での荷役運搬作業への搬送

自動化システムの通用は省力化技術の発展に伴い今後ますます増

週

1佃つ､-り

○

○

曲

○ ○

2憫ワリ

○

(⊃

○

(ダウンエンド用1個,2個兼用形)

図9 タイトコイル運搬用リフティングマグネットつr)上げ方式

表3 カ能形ダウンエンドコイルづリリフティングマグネット仕様

形
J(

電 J工

電 流

自 重

傾 用 率

ノバ〆
ず′写

▲ゝヰダ

LM-UClO7D

DC 220V

冷暗100A,熱時66A

4,500kg

ED40%

柚 別 H 稚

1

l

‾‾1
‾‾‾一1

イ滋 板

取放い物

芸∧噂､㌔F
㌣*′､

恕を㌘ダ

汲ハ
朝州叩

マグネット2分11訂川手

maxlOtコイル×2佃

max20tコイル×1佃

醤

団10 ストリソ70コイルダウンエンド

づリリ7ティングマグネット

大していくと考えられる｡

転炉内温度が上限値を越えた場合,溶掛占且度を適止にするため

ビレ･ソトくずなど･の冷村鋼什をクレーンでつって小川勺に直接そう人

する方式がとられていたが非常に作業条件が悪く危1墳であった｡

そこであらかじめ転炉内のf法度を測定し,その_L批を越えた暗

に計算制御されたマグネットが小才l■-】し設う正に必要なチョ､ソパくず什,†

さ2～3×帖5～30×一にさ200～400mm(乃ものでストり1ソナコイル

エいノヂをチョ ップこしたもので冶柑としてH‾いる)をつり 卜げ.｢1

勃起行ホイストにより,淋祐をとl)べにii三ぐときにト小与にチャ｢

ジする(チョ ッパくずを直接炉にそう入しても,申そいためi㌶の表

面の約200mlれのスラグの卜から揚の小に人り込めない､)完全日動

化システムの開発が要守さされてきた｡ニニではヰこ装置の持主主,什

能についてi‾さ妃明する｡

4.3.1冷材くず投入用リフティングマグネットの仕様

図‖は概略機能周を,図12は単線結線図を,表4は仕様をホし

たものである｡

4.3.2 冷材くず投入用リフティングマグネlシト装置の特長

従来リフティングマグネットは自己インダクタンス(約10H)

か大きく,また熟時定数が大きいため自動制御しにくいものであ

った｡本装置は次の特長を有する｡
(1)サイリスタによるACRによリリフティンデマグネットのつ

リLげ量矧■生を直線近似化し,計算機との連動によりつIりこ

げ呈の自動調整が可能である｡

(2)従来至難とされていたつり上げ遺精度を±10～15%に押え,

溶揚fは度調整精度を高めることができる(つ

(3)チョッパくずをシュータよりとリベにそう人するとき,シ

ュータの目ずまりを防ぐため従来の瞬時釈放でなく有限時間
をもって釈放する漸減釈放特性を有する｡

(4)ホイストの巻上げ,巻‾Fげ,走行運転を自動化し,かつチ

ョッパくずの積荷高さが常に変化するのに対処して着地検出
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逆転状態
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射乍盤

CS.PBS.

つり卜げ品.双整器
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図12 制御方式単線結線図

太4Jて?十川朝生人絹■jフティングマグ､不1ソト装荷什様

り栄作づ提)

1すi 【+ イ_1二 様

形
⊥て.

LM-Rll

備 考

外後

1に ノー DC220V ll■,100m皿¢

ングノl泣 叫 1･5～32A

卜 ぞi 立 10kW

･F`】
屯1 1･450kg

;柚 叫 H 稗

子ヨ･ノバくず･J‾法
l

l

枇呼2～3m血 枇帖5～3仙m

ナ■物し)リ=呈
松上主200～400mm

10～450kg

1と椛佗 .没1と値グ)±10～15%

440V±10%
.人力+l‾にi原一右J‾f

宗
一郎:f11

致 3

`左源周 波 数 60Hz

り プ チ ィ

マ グ‾ ネ

総†㌻つり上げi

A C ノ■Ei〉
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制御方J･(ACR

正 励 磁 スターーート指1ナ(楼∴ウニ)＋削御人

制御流釈

放吉一志忘二▲忘三言孟)く
つり上げ:lトアナログ指令

日 劇至コンピュータ制御による全日

■勧進転
l

媒 作 方 ∫〔1七 日 動 スター1卜つリLげ;t‡セットの
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巷
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(マグネットがチョッパくずの山に接する時)装置を設けて

ある｡.

(5)ホイストとマグネット接で淵ミは完全一体化され揺動が少な

く着地検出精度が高い｡

(6)転炉運転の状況によI)自動,半自動,手動の三つの連転方

J(の選定が可能である｡

(7)本装置の導入により大幅な省力化が得られる｡

5.超強力軽量形アルミコイルハイリフト

妓j虹 銅価桁は変動が大きく安起した状態での使用は非常に困

雉になっている｡このような現斗犬で銅に変わる導電材料として実

用金属中鋼に次ぐすぐれた導電率を有し,安価で,かつ価格が安

1上しているアルミニウムが電磁コイル,その他にJ去く採用されつ

つある｡

本･唄では従来にない超強力軽量形日立アルミハイリフト(リフ

ティングマグネット)について紹介するし.

本ハイリフトシリーズはアルミニウムの特惟を十分に生かした

もので次の特長を有する｡

(1)軽 量 化

在米形の自重の70～80%の軽量形で重量経消値1電磁イf重量¢g)/

イf効化一事昌(kg-m);が小さく能率が良い.っ

(2)強 力 形

白亜の軽減にもかかわらずつI)上げ能力は従来市販品と一山等の

0
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卜項13 日_､｢/二アルミコイルノ＼イリフトと

従来形市販1i占グ)rrい巨比較

岡14 不整形スクラップ運搬中の

LM-Rl13ハイリフト
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表5 標準丸形アルミコイルハイリフト仕様表
ED=50%

諸 言 形 式 LM-Rlll LM-Rl13 LM-Rl15 LM-Rl18 LM-R121

重 量 (kg) 1,100 1,550 2,400 3,700 5,400

電i充

DC220V

冷暗梢

冷 暗(A) 40.9 64.3 84.4 97.6 123

熟 時(A)

費電 力(kW)

27.1 42.4 55.9 64.5

21.5

81.8

9.0 14.2 18.6 27.1

つり上げ能力

(kg)

ビレットまたはスラブ 15,000 19,000 24,000 32.000 50,000

ク ラ ッ カ ポ 【 ル 7,000 8,500 11,000 15,000 21,000

ビ ッ グア イ ア ン 700-1,100 900-1,400 1,150-1,900 1,600～2,750 2,300-3,500

鋼片 スク ラ ッ プ 500～850 850～1,400

350～600

1,150～1,900

1450～850

1,600～2,750 2,300-3,500

1,000～1,800削 り く ず 200-400 800～1,300

性能を有し,従来にない強力形である｡

(3)汎 用 性

用途は厚枚,鋼塊からビッグアイアン,鉄くずに至る不整形鉄

鋼材の荷役まで幅広く使用され非常に汎用性がある｡

(4)電気的機械的にきわめて堅ろうである｡

H種絶縁コイル仝溶接構造により電気的,機械的にきわめて堅

ろうで過酷な使用に耐える｡

(5)経 済 性

自重の軽減はクレーン容量の低減を可能とし,マグネット本体

ばかりでなくシステムとしての経済性が得られる｡

(6)互 換 性

従来の銅線使用のマグネットと外観寸法は全く同一,電源容量

はほぼ同じで付属品はそのまま使用され,互換性がある｡

以上の特長を有するアルミコイルハイリフトの標準仕様表は表

5に示すとおりである｡図13はつr)上げ能力同一としたときの従

来形市販品と日立アルミコイルハイリフトの自重比較を,図14は

｢
萱
§

Vol.54 日 立

員

●論 文

･原子炉酸化物燃料における気体状核分裂生成物の高温照射
挙動

･素 波 里 発電所 向 桟敷変 換形 水 車 発電械

･計 算 制 御 式 自 動 操 作 装 置

･ポンプ吸込管の矩形吸水槽における拉小没水深さ

･リフティングマグネットによる荷役運搬の合理化,省力化

･日 立 M Y 形 電 磁 ブ レ ー

キ

･H
-

9902 -11 丁重庸 子 約 端 末 装 置

L八

不整形スクラップ運搬中のLM-Rl13形ハイリフトを示したもの

である｡

7.結 □

以上最近の新しいリフティングマグネットの機能と特長の概要

を紹介したが,省力化機器としてのリフティングマグネットの応

用分野は今後ますます拡大されるであろう｡そして従来つr)上げ

至難と考えられているものにも積極的にリフティングマグネット

による搬送の合理化,省力化の対象と考えて行きたい｡

最後にこれまで日立リフティングマグネットの開発に対し積極

的にご指導,ご協力をいただいたユーザーのかたがたならびに内

外の関係各位に本紙を通して厚く謝意を表する｡
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